平成１７年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築構造 〕

【ＮＯ．１】

　構造力学に関する次の記述のうち、単位が断面一次モーメントと同じものはどれか。
　１　垂直応力度
　２　断面係数
　３　断面二次半径
　４　ひずみ度
　５　ヤング係数
【ＮＯ．２】
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　図のような断面A及び断面Bにおいて、X軸に関する断面二次モーメントの値の差の絶対値として、正しいものは、次のうちどれか。
　１　　 24×104mm4

　２　　 48×104mm4

　３　　144×104mm4

　４　　288×104mm4

　５　　576×104mm4

【ＮＯ．３】

　図のような荷重Pを受ける単純梁にA、Bの部材を用いる場合、二つの部材それぞれの許容曲げモーメントの大きさが等しくなる場合の部材Bの幅ｘの値として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、部材A、Bはともに同じ材料とし、自重は無視するものとする。
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　１　　120mm

　２　　240mm

　３　　360mm

　４　　480mm

　５　　600mm

【ＮＯ．４】

　図Ａ～Ｄのような荷重等を受ける単純梁に生じる最大せん断力の絶対値の大小関係として、正しいものは、次のうちどれか。
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　１　　Ａ＜Ｂ＜Ｃ＜Ｄ

　２　　Ａ＝Ｂ＜Ｃ＜Ｄ

　３　　Ａ＜Ｂ＝Ｃ＜Ｄ

　４　　Ｄ＜Ａ＝Ｂ＜Ｃ

　５　　Ｄ＜Ａ＜Ｂ＜Ｃ

【ＮＯ．５】
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　図のような外力を受ける静定ラーメンにおいて、梁DEに生じるせん断力ＱDEの絶対値として、正しいものは、次のうちどれか。
　１　　 2kN

　２　　 4kN

　３　　 6kN

　４　　 8kN

　５　　12kN

【ＮＯ．６】

図

　図のような外力を受ける静定トラスにおいて、部材Ａ、Ｂ、Ｃに生じる軸方向力の組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張り力を「＋」、圧縮力を「－」とする。
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　　　　　Ａ　　　　Ｂ　　　Ｃ
　１　　　OkN　　－1kN　　－2kN

　２　　　OkN　　＋2kN　　－5kN

　３　　＋2kN　　－lkN　　－5kN

　４　　＋2kN　　－lkN　　－2kN

　５　　＋2kN　　＋2kN　　－2kN

【ＮＯ．７】

図

　図のような材端の支持条件が異なる柱Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの座屈荷重をそれぞれＰa、Ｐb、Ｐc、Ｐdとしたとき、それらの大小関係として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、すべての柱の材質、断面形状及ぴ長さは同じとする。
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　１　　Ｐa＞Ｐd＞Ｐb＞Ｐc

　２　　Ｐa＞Ｐd＞Ｐc＞Ｐb

　３　　Ｐb＞Ｐa＞Ｐd＞Ｐc

　４　　Ｐd＞Ｐa＞Ｐb＞Ｐc

　５　　Ｐd＞Ｐa＞Ｐc＞Ｐb

【ＮＯ．８】

　構造計算における建築物に作用する風圧力に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　風圧力は、速度圧に風力係数を乗じて計算する。
　２　速度圧は、その地方において定められた風速の平方根に比例する。
　３　平均風速の高さ方向の分布を表す係数は、原則として、地表面粗度区分に応じて定められた

　　　数値により算出する。
　４　閉鎖型及び開放型の建築物の風力係数は、原則として、建築物の外圧係数から内圧係数を減じ

　　　た数値とする。
　５　ラチス構造物の風圧作用面積は、風の作用する方向から見たラチス構面の見付面積とする。
【ＮＯ．９】

　構造計算における荷重及び外力に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　建築物に作用する荷重及び外力として、固定荷重、積載荷重、積雪荷重、風圧力及び地震力を

　　　採用しなければならない。
　２　「床の構造計算をする場合の積載荷重」と「大梁の構造計算をする場合の積載荷重」は、一般

　　　に、同一の室においても異なった値を用いて計算する。
　３　許容応力等計算において積雪時の短期に生じる力を計算するに当たり、一般に、多雪区域以外

　　　では積雪荷重によって生じる力を無視してよい。
　４　瓦葺き屋根の固定荷重は、一般に、厚形スレート葺き屋根の固定荷重よりも大きい。
　５　屋根面における積雪量が不均等となるおそれのある場合においては、その影響を考慮して積雪

　　　荷重を計算しなければならない。
【ＮＯ．１０】

　地盤及び基礎構造に関する用語とその説明との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　独立フーチング基礎上部構造の単一柱からの荷重を、独立したフーチングによって支持する

　　　基礎
　２　地下外壁片面が直接地盤に接し、その地盤からの土圧、水圧が面外方向に作用する壁体
　３　地盤改良地盤の「強度の増大」、「沈下の抑制」等に必要な土の性質の改善を目的として、

　　　土に、締固め・脱水・固結・置換等の処理を施すこと
　４　液状化水で飽和した粘土が、振動・衝撃等による間隙水圧の上昇によってせん断抵抗を失う

　　　現象
　５　負の摩擦力軟弱地盤等において、周囲の地盤が沈下することにより、杭の周面に下向きに作用

　　　する摩擦力
【ＮＯ．１１】

　木造建築物の部材とその説明との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　胴縁天井材の板張りの取付け下地として設ける。
　２　広小舞たる木の先端上部に取り付ける幅の広い横木のことで、たる木の振れ止めや、裏板の

　　　納まりをよくすることを目的とする。
　３　面戸板軒桁上端に取り付ける板で、天井裏に虫やほこり等が入るのを防ぐことを目的とする。
　４　鼻隠軒先において、たる木先端の木口をつなぎ隠すために取り付ける横板のことである。
　５　棟木小屋組頂部でたる木を受け、小屋組を桁行方向につないで固める機能をもつ。
【ＮＯ．１２】

　2階建の木造建築物の構造設計に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　建築物のねじれに対して抵抗するためには、耐力壁をつり合いよく配置するとともに水平構面

　　　の水平剛性を高くする。
　２　地震力に対して必要な単位床面積当たりの耐力壁の有効長さは、一般に、屋根葺材の種類に

　　　よって異なる。
　３　軸組材は、「鉛直荷重」及び「水平力による軸力の増加」による座屈が生じないようにする。
　４　梁、桁等の横架材の材長中央部の引張側における切欠きは、応力集中による弱点となりやすい

　　　ので、できるだけ避ける。
　５　耐力壁の倍率は、ボード類を使用する場合、釘の種類、間隔に関係なく一定の値を用いる。.

【ＮＯ．１３】

　木質構造の釘接合部及びボルト接合部に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　同一接合部にボルトと釘を併用する場合の許容耐力は、一般に、ボルトの許容耐力と釘の許容

　　　耐力を加算することができる。
　２　釘接合部及びボルト接合部において、施工時の木材の含水率が20%以上の場合には、接合部の

　　　許容せん断耐力を低減する。
　３　釘接合部及びボルト接合部においては、木材に割れが生じないように、端距離及び縁距離を

　　　適切に確保する。
　４　釘接合部における釘の長期許容引抜耐力は、木材の気乾比重、釘の胴部径及び釘の打ち込まれ

　　　る長さ等に影響される。
　５　ボルト接合部におけるボルトの働き長さは、ボルトを締め付けたときに、ねじ山が2山以上

　　　ナットから突き出す長さとする。
【ＮＯ．１４】

　補強コンクリートブロック造の耐力壁に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　壁量は、ある階において、はり間方向と桁行方向ごとに、耐力壁の長さの合計を壁量算定用

　　　床面積で除した値である。
　２　対隣壁(耐力壁に直交して接合する二つの隣り合う耐力壁等)の壁厚の中心線間距離の制限は、

　　　耐力壁の面外方向よりも面内方向に作用する外力に対して安全となるように定められている。
　３　2階建の建築物において、2階の床スラブは、鉄筋コンクリート造等の剛な構造とし、耐力壁又

　　　は臥梁と一体となるようにする。
　４　建築物の外周隅角部に、耐力壁を平面状L形又は丁形に配置することは、耐震上有効である。
　５　耐力壁の長さは、55cm以上とし、かつ、両側に開口部がある場合は、原則として、それらの

　　　開口部の高さの平均値(耐力壁の有効高さ)の30%以上とする。
【ＮＯ．１５】

　鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　許容応力度設計において、圧縮力の働く部分では、鉄筋に対するコンクリートのかぶり部分も

　　　圧縮力を負担するものとして設計する。
　２　柱の帯筋は、せん断力に対する補強とともに、間隔を密にして入れたり、副帯筋を併用したり

　　　すること等によって、主筋で囲まれた内部のコンクリート部分を拘束し、大地震時の軸力保持

　　　にも効果がある。
　３　梁のせいは、クリープ等の変形の増大による使用上の支障が起こらないことを計算において

　　　確かめない場合には、梁の有効長さの１／１０を超える値とする。

　４　端部に135゜フックを有する帯筋は、柱の靱性を増すうえで、スパイラル筋よりも効果が大き

　　　い。
　５　梁の引張鉄筋比が、つり合い鉄筋比以下の場合、梁の許容曲げモーメントは、引張鉄筋の断面

　　　積にほぼ比例する。
【ＮＯ．１６】

　鉄筋コンクリート構造の鉄筋の継手に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　同一種類の鉄筋において、圧接の性能に支障がないことを確認できれば、銘柄の異なる鉄筋

　　　相互の継手をガス圧接継手としてもよい。
　２　径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細いほうの鉄筋の径を基準として算出する。
　３　鉄筋の継手は、原則として、部材に生じる力の小さい箇所で、かつ、常時はコンクリートに

　　　圧縮応力が生じている部分に設ける。
　４　スパイラル筋の末端を重ね継手とする場合は、フック付きとする。
　５　D35以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手とする。
【ＮＯ．１７】

　図のような鉄骨構造の通しダイアフラム形式における剛接合の柱・梁接合部において、各箇所Ａ～Ｅとその名称又は溶接方法との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
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　１　　Ａ　…　完全溶込み溶接
　２　　Ｂ　…　すみ肉溶接
　３　　Ｃ　…　フランジ
　４　　Ｄ　…　スチフナー
　５　　Ｅ　…　ダイアフラム
【ＮＯ．１８】

　鉄骨構造の接合に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　普通ボルトは、振動、衝撃又は繰返し応力を受ける接合部には使用しない。
　２　応力を伝達する重ね継手の溶接には、原則として、2列以上のすみ肉溶接を用いる。
　３　高力ボルトの摩擦接合において、一面摩擦の許容せん断力は、二面摩擦の許容せん断力の

　　　２／３とする。
　４　引張材の有効断面積は、ボルト孔等の断面欠損を考慮して算出する。
　５　普通ボルトで締め付ける板の総厚は、原則として、ボルト径の5倍以下とする。
【ＮＯ．１９】

　建築物の構造設計に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　大地震に対して、十分な耐力を有していることを確かめるために、建築物の地上部分について、

　　　保有水平耐力が必要保有水平耐力以上であることを確認した。
　２　建築物の地上部分について、地震力に対する水平剛性の検討において、各階の層間変形角が、

　　　１／２００以下であることを確認した。

　３　建築物の地上部分について、高さ方向の剛性分布のバランスの検討において、各階の剛性率が、

　　　６／１０以上であることを確認した。
　４　建築物の地上部分について、平面的な剛性分布のバランスの検討において、各階の偏心率が、

　　　１５／１００以下であることを確認した。
　５　複数の建築物がエキスパンションジョイントで接しているので、一体の建築物として構造計算

　　　を行った。
【ＮＯ．２０】

　建築材料として使用される木材及び木質系材料の一般的な性質に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　木材の繊維方向の基準許容応力度の大小関係は、曲げ＞引張＞圧縮である。
　２　木質部材に荷重を継続して載荷すると、時間の経過に伴って変形が増大するクリープ現象が

　　　生じる。
　３　木材の強度は、繊維飽和点以下の場合、含水率の低下に伴って増加する。
　４　木材の乾燥収縮率は、繊維方向より年輪の接線方向のほうが大きい。
　５　構造用集成材や合板等は、繊維方向、積層方向等によって強度性能上の異方性を有している。
【ＮＯ．２１】

　コンクリートの一般的な性質に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリートの乾燥収縮に伴い発生するひび割れは、単位水量が多いほど発生しやすい。
　２　必要付着長さを算定するときに用いる許容付着応力度については、「上端筋(曲げ材の鉄筋で、

　　　その下に300mm以上のコンクリートが打ち込まれる場合の水平鉄筋)」より「その他の鉄筋」の

　　　ほうが大きい。
　３　コンクリートの設計基準強度は、その品質基準強度よりも大きい値とする。
　４　コンクリートの線膨張係数は、常温時には、鉄筋の線膨張係数とほぼ等しい。
　５　硬化した普通コンクリートの気乾単位容積質量の標準的な範囲は、2.2～2.4t/m3である。
【ＮＯ．２２】

　コンクリートにAE剤を使用したときの効果に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ブリーディングが増大する。
　２　ワーカビリティーが良好になる。
　３　凍結融解作用に対する抵抗性が大きくなる。
　４　空気量が増大する。
　５　単位水量を低減することができる。
【ＮＯ．２３】

　鋼材に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　一般構造用圧延鋼材SS400の引張強さの下限値は、400N/mm2である。
　２　異形棒鋼SD345の降伏点の下限値は、345N/mm2である。
　３　鋼材の温度が高くなると、一般に、ヤング係数及び降伏点は低下する。
　４　鋼材は、炭素含有量が多くなると溶接性が向上する。
　５　鋼を熱間圧延して製造するときに生じる黒い錆(黒皮)は、鋼の表面に被膜を形成するので防食

　　　効果がある。
【ＮＯ．２４】

　建築材料に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　合わせガラスは、破損による脱落や飛散を防ぐことができる。
　２　ALCパネルは、軽量で、耐火性及び断熱性に優れているが、吸水率が高いので、寒冷地では

　　　凍害を受けるおそれがある。
　３　せっこうは、火災時に結合水が蒸発することによって熱を奪うので、防火性に優れている。
　４　インシュレーションボードは、断熱性に優れている。
　５　花こう岩は、耐火性に優れている。
【ＮＯ．２５】

　建築用構造材料の許容応力度等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　一般構造用圧延鋼材SS490の短期許容応力度は、その長期許容応力度よりも大きい。
　２　軽量コンクリートの短期許容圧縮応力度は、その設計基準強度と同じである。
　３　針葉樹の構造用製材の日本農林規格に適合する目視等級区分による木材の基準強度は、その

　　　樹種、区分及び等級(一級、二級、三級)に応じて定められている。
　４　異形鉄筋SD295Aの短期許容応力度は、せん断補強に用いる場合、295N/mm2である。
　５　ステンレス鋼SUS304Aは、許容応力度の基準強度が定められており、主要構造部材に使用する

　　　ことができる。
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